
■健康づくりの目指す姿

   生活習慣病の発症と重症化リスクの早期発見を図る上で重要な特定健康診査の受診率（市町村国保のみ）は
令和６年度においては全道より高い状況にありますが、厚生労働省が設定する目標値70%に達していないため、
市町村等との連携のもと受診率のさらなる向上を図りつつ、生活習慣の改善に向けた各種の取組により、健康
寿命の延伸と健康格差の縮小を目指しています。

■医療の現状・取組

    少子高齢化が進行する中、バランスのとれた切れ目のない医療・介護の提供体制を構築するため、「宗谷圏域
地域医療構想」を策定し、市町村や医療関係機関協力の下、構想実現に向けた取組を行っています。

　管内での医師や看護師をはじめ様々な医療従事者の不足が課題となっており、医療従事者への取材やパンフ
レットの作成など、総合的な確保対策に取り組んでいます。
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医療従事者数　令和４年12月末現在

( )内 人口10万人に対する医療従事者の比率　 令和４年10月１日現在の

人口により算出

宗谷地域は、広域分散型の集落が多く、高齢化や過疎化が顕著。生活習慣病の有病率が高く、が
ん検診や歯科保健の受診率が低い状況。生活習慣病の重症化予防やフレイル予防、がん検診などの
受診率向上が重要な課題。また、精神保健や自殺予防への取り組みも継続的な課題であることか
ら、市町村や関係機関と連携し、地域の特性に応じた健康づくりや支援体制の整備が求められてい
る。医療従事者の慢性的な不足や地方偏在、循環器内科医師の不足等による重篤・重症救急患者の
隣接圏域等へのドクターヘリ搬送に頼らざるを得ない地理的条件や救急医療体制であるため、地域
医療の充実が求めらる。
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特定健康診査受診率の推移
（市町村国保）
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